
問１　町内会長の年齢

問２　町内会長の任期

１年 ２年 ３年 その他

2 99 5 14

問３　現在の町内会長就任年数

40代(3%)
50代(3%)

60代

(16%)

70代(53％)

80歳以上

(26%)

町内会長の年齢

70歳以上・・・80％、６０歳以上・・・95％

会長のほとんどが６０歳以上で、中心となっているのは７０代（半数）。

1年目(6%)

2年目(13%)

3年目(7%)

4年目(10%)

5-19年

(29%)

10-14年

(20%)

15-19年(11%)

20年以上(5%)
会長就任年数

３分の２が「５年目以上」

新たな会長の成り手がおらず、ずっと会長に就いているケースが多いと考えられる。

「その他」は任期を

定めていない町会が

大部分。

町内会活動に関するアンケート調査結果（分析）



問４　町内会長の手当の支給の有無

あり なし

49 71

問５　町内会長の職業

仕事（常勤） 仕事（非常勤） 自営業 議員等 無職

24 4 25 5 63

問６　町会役員の人数

手当ありの場合の手当額（年額）

10,000円未満 5人、15,000円未満 11人、30,000円未満 13人、

50,000円未満 13人、50,000円以上 6人

4人以下 14町会

5-9人 21町会 10-14人 25町会 15-19人 20町会 20-29人 28町会

30人以上 10町会

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

役員全体の人数

女性0

13町会

10％以下

6町会

10-19％ 25町会 20-29％ 28町会 30-39％ 19町会

40-49％

10町会

50-59％

9町会

60％以上

8町会

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性役員の割合

半数が無職

残り半数のうち、

会社勤めの方と自営の方が

半々くらいの割合

女性の割合は１～４割の町会が60％を占めている



欠員なし 59町会
10％以下

18町会

10-19％

10町会

20-29％

14町会

30-49％

7町会

50％以上 10町会

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

役員の欠員の割合

支障あり 15町会

兼務等で対応可 35町会

支障なし 9町会

欠員が生じていることで支障があるか（欠員ありの59町会中）

半数の町会で役員の欠員が生じている。

欠員ありのうち、4分の１が「支障あり」としている。



問７　役員選出方法

問８　町内会運営の財源（上位３つを選択）

町内会費 市の補助金 市以外の補助金 協賛金 寄付金 その他

121 96 28 7 32 21

問９　町内会費の金額

0

20

40

60

80

100

120

140

会長 副会長 監査 会計 専門部長

役員選出方法

総会等で選挙 会長からの指名 輪番制 推薦 役員の中で互選 その他

300円未満 11町会

300～399円

48町会400～499円

31町会

500～599円

21町会

600～999円 3町会

1,000円以上

2町会

町内会費（月額）

「その他」は

資源回収の収益が多い

300～５００円の

町会が約８５％



問１０　町内会費の集金方法

年１回 年２回 毎月 口座振込 その他

45 14 16 3 42

問１１　町内会長として負担と感じているもの

問１２　町内会活動に対して予算は確保できているか

50(41%)

39(32%)

43(35%)

48(39%)

38(31%)

13(11%)

9(7%)

0 10 20 30 40 50 60

市への会議や各種行事等への参加

学校や各種団体主催の会議や活動への参加

行政や団体からの情報伝達（回覧板含む）

町内会の運営（課題対応・意見調整など）

住民からの苦情・要望への対応

自己負担等による経済的負担

その他

会長として負担と感じているもの（割合は回答122町会中）

十分確保できている

15町会

おおむね確保できている 90町会

あまり確保できていない

13町会

全く確保できていない 2町会

町内会活動に対して予算は確保できているか

会長の３～４割が、「会議・行事への参加」「回覧板等の情報伝達」「町会運営や地域住民対応」に

ついて負担と感じている。

「その他」は

年１回、年２回、毎月を併用

するなど、世帯に応じている

ケースが多い



問１３　問１２で「あまり確保できていない」「全く確保できていない」と回答した場合、

　予算不足の中で町内会活動をどのように行っているか

11

0

3

2

問１４　会員に対する活動や行事の周知方法

総会・

役員会

掲示板や会

館内に掲示

町内会のホー

ムページ
回覧板 電話 SNS その他

89 39 1 107 34 7 3

問１５　広報誌の発行回数

問１６　町内会のホームページの有無

あり なし 作成を検討中

3 114 5

問１７　回覧板を回す頻度

月１回 月２回 月３回以上 随時・不定期

49 24 1 42

予算が必要となる活動を縮小・中止している

レク活動などの参加者負担を増やしている

町内会費を増額している

その他

22

1

1

5

3

4

2

5

6

64

9

毎月

年8回

年7回

年6回

年5回

年4回

年3回

年2回

年1回

作成していない

その他

広報誌の発行回数

回覧板はほとんど全ての町会、

総会・役員会での周知方法も多い



問１８　回覧板をまとめる方

会長 副会長 役員 その他

57 17 42 5

役員42人のうち、総務部長が28人（他は広報・会計・経理・会務部長など）



問１９　現在、町内会活動として実施しているもの（複数回答）

問２０　問１９のうち人手不足により実施が困難になってきていると感じているもの（上位３つ）

47(39%)

54(44%)

70(57%)

76(62%)

89(73%)

34(28%)

41(34%)

103(84%)

103(84%)

77(63%)

70(57%)

15(12%)

48(39%)

6(5%)

0 20 40 60 80 100 120

防犯活動

防災活動

交通安全活動

地域の環境美化活動

資源物回収

高齢者の見守り活動

青少年健全育成活動

街路防犯灯の維持管理

回覧板などを通じた情報伝達事業

レク事業などの親睦活動

地域の祭りや伝統文化の継承

研修・セミナー等の開催

地域内の課題への対応

その他

現在実施している活動（割合は回答122町会中）

30(25%)

33(27%)

22(18%)

30(25%)

22(18%)

30(25%)

10(8%)

12(10%)

15(12%)

31(25%)

48(39%)

11(9%)

10(8%)

0

0 10 20 30 40 50 60

防犯活動

防災活動

交通安全活動

地域の環境美化活動

資源物回収

高齢者の見守り活動

青少年健全育成活動

街路防犯灯の維持管理

回覧板などを通じた情報伝達事業

レク事業などの親睦活動

地域の祭りや伝統文化の継承

研修・セミナー等の開催

地域内の課題への対応

その他

人手不足で実施困難になってきているもの（割合は回答122町会中）

街路灯・回覧板 ８５％

資源物回収 ７０％

交通安全・環境美化・

レク事業・地域の祭り ６０％

地域の祭り ４０％

防犯・防災・環境美化・

高齢者の見守り ２５％



問２１　ゴミステーションの利用者制限

47

57

16

問２２　町内会の運営に当たっての課題（上位３つ）

その他

未加入世帯も利用可

町会加入世帯のみ

95(78%)

108(89%)

22(18%)

28(23%)

32(26%)

27(22%)

13(11%)

28(23%)

7(6%)

5(4%)

1

2

3

3

0 20 40 60 80 100 120

役員の高齢化

役員の成り手不足

役員に女性が少ない

加入世帯の減少・加入率の低下

町内会活動に参加する会員の減少

地域住民の町内会に対する意識の低下

若い世代が町内会に加入しない

若い世代が町内会活動に参加しない

行政から依頼される業務が多い

予算が不足している

町内会活動の場がない

連絡が取れない加入世帯が多い

その他

特に問題はない

町会運営に当たっての課題（割合は回答122町会中）

「その他」

町会でゴミステーションを設置していない 9

未加入世帯も利用しているようだが特定できな

い 6

「役員の高齢化」（８割）「役員の成り手不足」（９割）が圧倒的に多い。



問２３　問２２の課題に対する取組

（回答６５町会のうち、主なもの）

【町会で行っている取組】

回覧板や町会の広報誌などで周知・依頼

（町内活動について周知し理解を深める、行事への参加促進、役員への就任依頼など）

役員の組織や町会行事を（縮小の方向で）見直し、役員の負担軽減を図る 6

　☆上記6件のほかに、「無理せず、現状の役員たちでできる範囲で活動する」という回答も3件あり

町会の行事への参加者の増加を目指す

（気軽に参加できる、親子で参加できる、みんなが楽しめる行事を計画する）

　☆七夕祭りや餅つきなど、個々の世帯では体験できないような行事

役員になってくれそうな人に声をかける 6

若い人に役員になってもらう 6

　☆高齢のベテラン役員に若い役員がサブで組むことで、仕事の内容を引き継いでいる

サロンなどでのコミュニケーションを通じて、町会活動を知ってもらい、

ボランティア活動の重要性を周知、活動への参加意識を高める

町内会館の利活用を推進する 2

　☆会館に図書館を設置し、会員が気軽に集まりコミュニケーションできる場に

　　→そういった活動を支えている町会への理解を深めてもらう

デジタル化（デジタル回覧板、LINE等による役員連絡、Facebook、HP検討など） 1

役員の輪番制を導入予定 1

役員への手当支給や美化活動などの参加者に対するお礼 1

新しいイベントを前向きに取り入れる 1

単身者向けマンションの管理組合への働きかけ 1

【市に対して求める取組】

市からの情報発信

（加入促進2、町会活動について1、街路防犯灯を町会が行っていること（未加入者に対し）1）

市職員、OBに積極的に町会活動に参加してほしい 1

役員になってくれそうな地域内の公職OBの情報提供 1

人出不足は少子高齢化によるもので、個々の町会では対応しきれないため、

行政の介入をお願いしたい

3

11

6

1

4

ここに掲載した回答のほかに「高齢化がすすみ手の打ちようがない」「困ってはいるがどうしようも

ない」といった回答も数件ありました。

また、全回答１２２町会のうち、取組について記載がなかった５７町会についても、大部分は効果的

な取組に至っていないことが予想されます。



問２４　町内会区域内のアパート・マンションに居住する住民の町内会加入率

　　　　（それ以外に居住する住民と比較して）

問２５　町内会で独自に加入促進の活動を行っているか

行っている 行っていない

66 54

問２６　加入促進活動を行っている場合、その内容

47

11

21

29

3

訪問による勧誘

市で作成したチラシを配布

町内会で独自に作成したチラシを配布

アパート・マンションの大家等に加入促進を依頼

その他

とても低い 32町会

やや低い 20町会

同程度

17町会

やや高い 10町会

とても高い 7町会

アパート・マンション

はほとんどない

31町会

アパート・マンションに居住する住民の加入率



問２７　町内会に未加入の理由として考えられるもの（上位３つ）

57(47%)

5(4%)

4(3%)

40(33%)

57(47%)

10(8%)

21(17%)

23(19%)

22(18%)

1

15(12%)

8(7%)

4(3%)

0 10 20 30 40 50 60

町内会活動に関心なし・活動を理解してもらえない

町内会の存在を知らない

学生等で居住期間が短時間に限定されている

町内会に加入するメリットが感じられない

町内会に加入しなくても不便なことがない

仕事等の理由で町内会活動に参加できない

高齢により町内会活動に参加できない

町内会費を負担できない・負担したくない

町内会業務（会費徴収、回覧板等）をやりたくない

加入方法がわからない・加入の勧誘が来ない

周囲とかかわりたくない

特に理由はないが、入りたくない

その他

町内会に未加入の理由として考えられるもの

（割合は回答122町会中）

「町内会活動に対する関心がない」

「町内会に加入する必要性（メリット・デメリット）を感じていない」

という意見が上位を占めている。



問２８　町内会活動の参加者について

問２９　町内会活動を連携している団体について

学校・PTA
近隣の大学や

学生
地元企業

地元の介護施

設・病院

NPO団体・市

民団体
ボランティア 近隣の町内会 その他

37 4 13 12 3 6 55 9

問３０　問２９の団体と連携して行っている活動

34

43

14

27

8

5

問３１　町内会館の所有の有無

所有している 所有していない

68 54

問３２　会館を所有していない場合の行事開催場所

7

11

13

12

16

高齢者向けの行事

清掃・資源回収等の環境美化活動

地域の祭り

子ども向けの行事

セミナーや教室

その他

他の町内会館を借りている

貸しスペース（店舗、事務所等）を利用している

個人の自宅（会長、役員等）

市の公共施設を借りている（いなきたコミセン、銭函市民センター等）

その他

準備段階から積極的に参加

あり 22町会

多数の参加あり

12町会

参加者はいつも同じメンバー

86町会

内容にもよるが積極的

な参加はなし

31町会

参加者を集めるのに苦

労している 24町会

呼びかけてもほ

とんど参加なし

19町会

その他 1町会
活動の参加者について



問３３　町内会館の利用内容

66

44

33

20

9

25

33

6

8

問３４　会館の利用件数（コロナ禍の前と比べて） 問３５　会館の利用料収入（コロナ禍の前と比べて）

変わらない 減った 増えた 変わらない 減った 増えた

11 53 0 21 44 1

問３６　会館の運営状況（５年前と比べて）

かなり厳しい やや厳しい あまり変わらない やや好転した かなり好転した

19 23 23 0 0

問３７　問３６で「かなり厳しい」「やや厳しい」と回答した場合、その理由として考えられること

28

28

6

29

9

33

3

問３８　今後、町内会館をどのように運営したいか

47

0

11

1

0

0

2

3

子供会

町内会の会議・総会等

町内会区域の住民のサークル活動

老人クラブ等の活動

その他

介護教室

近隣町内会の町内会活動や住民のサークル活動

市主催の会議や説明会等

企業等の展示会や販売会

その他

光熱水費の高騰

燃料費の高騰

管理人等の人件費等の支払い

施設の修繕費の確保

施設の消耗品や備品購入

会館の利用件数の減少

解体を検討

その他

そのまま継続

廃止を検討し始めている

将来的には廃止も検討したい

建替えを検討

現施設を利用せず、市の公共施設や近隣の町内会館等を活動の場とする

売却を検討



問３９　町内会にとって今、何が必要か（上位３つ）

問４０　今後加入世帯が減少した場合の町内会の存続について

継続 近隣と合併 解散 その他

75 26 12 6

105(86%)

38(31%)

45(37%)

24(20%)

24(20%)

15(12%)

10(8%)

12(10%)

8(7%)

0 20 40 60 80 100 120

会長や役員になってくれる会員

学生や就職している若手のマンパワー

子育て世代の若い親

町内会活動の運営資金

回覧板の取りまとめ等の作業

備品（パソコン、プリンタ、音響機器など）

デジタル化

町内会館等の活動の場

その他

町内会にとって今、何が必要か（割合は回答122町会中）

問２２（町内会の課題）で「役員の高齢化」「役員の成り手不足」が８～９割だったことと

リンクしており、「会長・役員になってくれる役員」を必要としている町会が非常に多い。

町内会活動の次世代の担い手として、若手のマンパワーや子育て世代も必要とされている。



問４１　今後の町内活動で特に重要と思うもの（上位３つ）

30(25%)

36(30%)

7(6%)

30(25%)

25(20%)

63(52%)

11(9%)

58(48%)

31(25%)

37(30%)

23(19%)

2

22(18%)

2

0 10 20 30 40 50 60 70

防犯活動

防災活動

交通安全活動

地域の環境美化活動

資源物回収

高齢者の見守り活動

青少年健全育成活動

街路防犯灯の維持管理

回覧板などを通じた情報伝達事業

レク事業などの親睦活動

地域の祭りや伝統文化の継承

研修・セミナー等の開催

地域内の課題への対応

その他

今後の町内活動で特に重要と思うもの

「高齢者の見守り」「街路防犯灯」が約半数の回答。

※問１９（現在実施）、問２０（人手不足により困難）との比較は次のページ



問１９　現在、町内会活動として実施しているもの（複数回答）

問２０　問１９のうち人手不足により実施が困難になってきていると感じているもの（上位３つ）

問４１　今後の町内活動で特に重要と思うもの（上位３つ）

0 20 40 60 80 100 120

防犯活動

防災活動

交通安全活動

地域の環境美化活動

資源物回収

高齢者の見守り活動

青少年健全育成活動

街路防犯灯の維持管理

回覧板などを通じた情報伝達事業

レク事業などの親睦活動

地域の祭りや伝統文化の継承

研修・セミナー等の開催

地域内の課題への対応

その他

現在実施している活動 人手不足により困難になってきている活動 今後、特に重要と思う活動



問４２　市に求める支援

問４３　問４２で「経済的支援」と回答した場合の具体的な内容

69(57%)

36(30%)

11(9%)

44(36%)

33(27%)

7(6%)

33(27%)

22(18%)

11(9%)

6(5%)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

町内会の重要性についての市民啓発

町内会運営等に関するガイドラインの作成・配布

広報誌・ホームページ作成の際の技術支援

経済的支援（補助金・物資支援ほか）

札幌市のような理念条例を定める

町内会運営や活動に対する専門家からの助言

マンション・アパート会社への加入促進の呼びかけ

加入促進に関する町内会用チラシ・ポスター等の作成・配布

他市の取り組み等の紹介他

その他

市に求める支援（割合は回答122町会中）

街路防犯灯 14町会

町内会館 6町会

除排雪

7町会

町会運営

7町会

ゴミステーション等 7町会

レク事業 3町会

その他 3町会

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経済的支援の具体的内容（回答44町会中）

市民啓発（町会の重要性について）、経済的支援（具体的内容は下記のとおり）、

町会運営等のガイドライン作成が上位を占めている。

マンション・アパートへの加入促進呼びかけ、チラシ等の作成など、「加入促進の支援」も

要望が多い。



問４４　町内会に関するご意見等（自由記載）

（回答３７町会のうち、主なもの）

【市に対するご意見（町内会に関するもの）】

・回覧物が多すぎる

・市からの町内会活動についての周知

・市による町会加入促進の具体的な施策

・若い世代に町会活動に参加するよう、市から呼びかけてほしい

・町会の維持、存続の危機・・・市からのバックアップを求める

・町内に居住する市職員の積極的な活動参加（役員引き受け、行事参加など）

・高齢化により会員が減少し、町会維持のための費用が負担できなくなってきている→補助金で対応を

【市に対するご意見（その他の所管課に関するもの）】

・市の助成は条件などハードルが高いので、受けやすい内容への見直しを

・市の少子化への対策に期待したい。町会ができることがあれば協力したい

・土地に対する固定資産税を免除してほしい

・町会への公園管理の委託をやめてほしい

・「地域に住みたい」と思ってくれる若い人を増やすために、住環境（除雪など）の整備を

・廃校後、敷地が荒れているため、再利用してほしい

・市ではもっと高齢者のことを考えてほしい。高齢で車を手放した人が日常生活で不便を感じているため、

タクシーやバス会社に呼びかけ、自宅～目的地の乗り合いタクシーをつくってほしい。

・高齢となり難聴のため役員を辞める人が増えており、補聴器の助成を考えてほしい

【その他のご意見】

・時代の変化とともに町内会の在り方を見直す時期。街路防犯灯を町会で負担・管理していることへの

無理解、ゴミステーションについての苦情など共助や協力が難しくなってきている（特に若い世代）

・これから町内会活動を盛り上げていくためには、若者の力が必要。

若者のアイディア、行動力、子供たちとの関わりなどに期待したい。

・若い人は仕事もあり役員になってもらうのは難しいので、年金生活で健康な方に

町内会をリードしていただきたいが、適任がいない

・会員が減少しているが、相互に助け合い、連絡を取り合って除雪などの問題を解決している

・町内会間のテーマ別の交流会を開催してはどうか。

（テーマの例：会報の発行、配布網について、会館の維持管理、人件費（役職手当）など）

問２３に対する回答と同様、、市に対して

・町内会活動、加入促進についての周知

・市職員の町内会活動への参加

を求める声が挙がっています。


